
 

  

事業名 

季節を彩る年中行事＜花を通じた講
話とワークショップ＞ 

実施団体 年中行事を花と町家で楽しむ会 

■事業報告 
受け継がれている季節行事を、それらとかかわりの深い植物（花）に触れ、 

講話とワークショップを通じて学ぶ会を開催しました。 

暮らしの美がつまった趣ある京町家を会場に開催することでより心豊かな 

生活と文化継承につながりました。 

講話では、植物（花）、和菓子とお茶、地域文化や行事との関わりなど 

上京区ならではの視点を交えて行いました。 

 

 

 

取組内容 

事業内容：年中行事といけばな「花と町家で楽しむ会」 

実施日時：９月～翌年 3月まで月 1回（1月除く） 13:00～15:00 

会 場：ギャラリーbe京都（京都市上京区） 

講 師：嵯峨御流いけばな 石川利佳甫先生 

参加人数：各回３～１０名 

 

 

 



 

 

◀テーマ「重陽の節句」 

菊の節句を学びました。茱萸袋を模し

たアレンジメントを制作。和菓子「着

せ綿」、菊茶、菊酒なども体験。 

◀テーマ「雛祭り」 
春の花チューリップや菜の花、桃を男雛と女雛にみ
たてたアレンジの制作。和菓子は「ひちぎり」を用意
しました。 

〇連携・活動の広がり 

ワークショップに参加できない方も年中行事を楽しみ、各家庭でも取り入れてもらうこ

とができるように床の間や軒先などにワークショップ終了後も飾りました。興味をもっ

て写真をとってくれたり、次の参加に繋がりました。 

 

〇課題・反省点 

参加人数にゆとりがでれば、オリジナルの和菓子に挑戦したり、茶道の先生に協力いた

だくなど指導者側にも力をいれたかったことが反省点です。黙食としましたが、やはり

食を通じた交流は次回もっと実施していきたいです。 

 

〇気づいた点・感想 

コロナ禍での開催となり、集客は非常に厳しいものがありました。 

ですが、目的意識を持って開催を継続することを大切に取り組んで参りました。 

やはり花や植物に触れる、五感で感じることの大切さを実感することにつながりました。 

ありがとうございました。 

◀テーマ「お月見」 

ススキの花包（はなつつみ）制

作、飲月の体験など。 

■活動写真 

 

▲テーマ「クリスマス」「ホワイトデー」 

飛び入りでも参加できるように実施。親子や子ども参加も目立った。ツ

リーはお花を枯らさずお家でもしばらく楽しむことができるようにす

る あど、技術の応用ができるように内容を工夫して開催。 


